平和主義再洗礼派における教会と国家　－メンノー・シモンズと非暴力・無抵抗－ by 中野 毅 & Tsuyoshi NAKANO

































係の分化過程以上の状況を反映しており、それは信念体系自身の personal type と societal 

















































































所、1981 年 12 月、76-100 ページ。 
２）Richard K. Fenn, "Religion, Identity and Authority in the Secular Society" in R. Robertson 
& B. Holzner (eds.), Identity and Authority, Oxford, Basil Blackwell, 1980, pp. 119-144.  
３）James Coleman, Power and the Structure of Society, New York, W.W. Norton & Co., 
1974.  
４）Fenn, op. cit., p.136. 
５）John F. Wilson, Public Religion in American Culture, Phila., Temple University Press, 
1979. 本書はベラ(Robert Bellah) が提唱して以来広範な論議をまきおこしたアメリカの 
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civil religion(市民宗教) が実体概念なのかアメリカ社会の一側面を示す分析概念なのかあ
いまいであると批判し、アメリカ社会の宗教的要素をより明確に示す概念として public 
religion 概念を提起する。Bellah に対する批判・再検討は他にも多く、Gail Gehrig, 
American Civil Religion: An Assessment, Society for the Scientific Study of Religion Monograph 
Series No.3, 1979.その他がある。ベラー自身も反論ならびに再構成を試みている。R.N. 
Bellah & Ph.E. Hammond, Varieties of Civil Religion, San Francisco, Harper & Row, 1980. 
６）United States v. Macintosh, 283 U.S. 605, 1931.  
７）West Virginia State Board of Education v. Barnette, 319 U.S.624, 1943. 
８）People v. Woody, 394 P.2d 813, 1964.  ペヨーテ(Peyote)とはメスカル(Mescal)とも
称される麻酔性物質を含むサボテンから採取された麻薬の一種である。宗教儀礼の不可欠
な要素として用いられた。 
９）Sherbert v. Verner, 374 U.S. 398, 1963.  
10) Fenn, op. cit., p.142. 
11) United States v. Daniel A. Seeger, 380 U.S. 163, No.50, 51, 59, 1965. 前掲拙稿 89 ペ
ージ参照。 
12) ブライアン・ウィルソン「セクトの理論」『国際宗教ニューズ・・セクト論』Vol.15, 
No.1, 2, 国際宗教研究所、1976 年、9-10 ページ。ウィルソンのセクトに関する著作は
多いが、セクトの定義はほぼ同じである。なお、この論文は彼のセクト論の骨子が的確に
まとめられた好論文である。 
13) Bryan Wilson, Religion in Secular Society, Pelican Books, 1969 (originally published in 
1966 by C.A. Watts & Co.) pp.262-3.  
14) Ibid., pp.258-263; idem, Religion in Sociological Perspective, Oxford University Press, 
1982, 特に第２章に詳しい。また、「てい談・現代社会の危機と宗教」（ブライアン・ウ
















た他方でメンノー・シモンズ(Menno Simons, 1496-1561) によって指導されたメンノー派
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の一部は 17 世紀のオランダで一時盛えたが、その多くが 1683 年から 20 世紀中葉にかけ
て続々と北米( ごく一部は中南米) へと移住し、少数派としてではあるが安定した発展を
とげることになる 4)。 






















































１）Roland H. Bainton, Studies on the Reformation, 1963; H. Fast, Der linke Flugel der 







２）Gerhard Zschabitz, Zur mitteldeutschen Wiedertauferbewegung nach der grossen 
Bauernkrieg, 1958. この概念は東ドイツの研究家に広く用いられている概念である。ただ
し、この概念の最初の提唱者はソ連の M.M. Smirin であるといわれている。中村賢二郎
『宗教改革と国家』ミネルヴァ書房、1976 年、219 ページ、註４) 参照。 









家』。榊原巌『殉教と亡命  フッタライトの四百五十年』平凡社、1967 年。同『アナバ
プティスト派古典時代の歴史的研究』平凡社、1972 年 (以下『古典時代』と略記) 。同
『良心的反戦論者のアナバプティスト的系譜』平凡社、1974 年 (以下『系譜』と略記) 。






４）彼らの今日に到るまでの歴史については、Cornelius J. Dyck(ed.), An Introduction to 
Mennonite History, Pa., Herald Press, 1967; John Horsch, Mennonites in Europe (Mennonite 
History vol.・), 1950; J.C. Wenger, The Mennonite Church in America (Mennonite History 
vol.・), Pa., Herald Press, 1965; Willam R. Estep, The Anabaptist Story, Tenn., Broadman 
Press, 1963. を参照。また再洗礼派の歴史・集積資料に関しては The Mennonite 
Encyclopedia, VoL.1-4, Pa., The Mennonite Publishing House, 1955. が発刊されている。
これはいずれもメンノー派歴史観の集大成といえる業績である。なおここに掲げた著作は
いずれもメンノー派歴史観の流れをくむものである。 
５）Harold S. Bender, "The Anabaptist Vision," in Guy F, Herschberger(ed.), The Recovery 
of the Anabaptist Vision, Pa., Herald Press, 1957, p.30; idem, "A Brief Biography of Menno 
Simons", in The Complete Writings of Menno Simons, Pa., Herald Press, 1956, p.29.  
６）Ernst Troeltsch, Die Soziallehren der christlichen Kirchen und Gruppen, Gesammelte 
Schriften Bd. I, Scientia Verlag Aalen, 1965 (1. Aufl. 1912); Engl. Tr. by Olive Wyon, The 
Social Teaching of the Christian Churches, 2 vols. Harper Torchbooks 1960 (first published in 
1931 by George Allen & Unwin Ltd., London).  
７）Ebenda, S. 362-377, 967. Eng. Tr. pp.331-343 (Vol.1), 993 (Vol.2).なお、この三類
型についてのトレンチの考えが極めて簡単に述べられている論文として、idem, "Das 
stoisch-christliche Naturrecht und das moderne profane Naturrecht", Gesammelte Schriften Bd. 
・,(1.Aufl.1925)がある。 
８）Max Weber, Gesammelte Aufsatze zur Religionssozialogie, Bd. I,J.C.B. Mohr,1972 
(1.Aufl.1920), S.211, 234, 260,〔以下 GAR と略〕．中村貞二訳「プロテスタンティズ
ムの教派と資本主義の精神」および林武訳「世界宗教の経済倫理序説」『ウェーバー宗教
・社会論集（世界の大思想・-7）』河出書房、1972 年, 88-89, 111, 138-139 ページ。 
９）Troeltsch, Soziallehren, S.733-737, 753-757, 789-803, Eng.Tr.,pp.656-659, 669-670, 
688-695. 
10）Weber, GAR I, S. 150f.  梶山・大塚訳『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の
精神』下巻、岩波文庫、1971 年、 139 ページ。 
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書を自ら開いて検討していくうちに、自力で再洗礼派的聖書主義者になったという。その
彼が、司祭職を投げ打って再洗礼派の群れに加わったのは 1536 年１月末であった。その
















導者の一人であったオベ・フィリップス (Obbe Philips, 1500-1568)の一派に加わった。 
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6)。確かに、メンノーによって確立されたセクトはマンツ、グレーベルらの後継者たちに
よって形成され、分離派的非暴力・無抵抗主義と特徴づけられ、かつ再洗礼派の原型と考









１）Menno Simons, "Reply to Gellius Faber", in The Complete Writings of Menno Simons, tr. 
from the Dutch by Leonard Verduin, ed. by J.C. Wenger, Pa., Herald Press, 1956, p.734 ff 
〔以下 CWMS と略記〕: Opera Omnia Theologica of Alle de Godtgeleerde Wercken van Menno 
Symons, ed. by H.Jz. Herrison, Amsterdam, 1681, p.251 ff. (Deposited at Andover-Harvard 
Theological Library, Harvard Divinity School, micro-film print)〔以下 0pera と略記〕．倉塚
平訳「回心についての知らせ」前掲『宗教改革急進派』424-437 ページ。 
２）Bender, "A Brief Biography of Menno Simons", p.10f..以下の記述は本論文による。な
おメンノーの伝記およびオランダでの動向については、John Horsch, Menno Simons: His 
Life, Labors, and Teachings, Pa., Mennonite Publishing House, 1916; Cornelius Krahn, Dutch 
Anabaptism: Origin, Spread, Life and Thought (1450-1600), Hague, Martinus Nijhoff, 1968.
および前掲『異端と殉教』第４章、をも参照。 
３）Menno, "The Blashphemy of John Leiden", CWMS, pp.35-55, Opera, pp.619-631. 
４）William E. Keeney, The Development of Dutch Anbaptist Thought and Preactice from 




５）前掲『異端と殉教』 130 ページ。前掲「研究史」 23-25 ページ。 










  彼らは、創造主である唯一・永遠なる神 (God)こそが天上のみならず、この地上の世
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をも含む一切の支配者である 2)と主張し、他のすべての権威を否定する。そしてイエス
・キリストは、この「神の最初にして唯一の子であり、われわれの唯一で永遠なるメシア、
予言者、教師 3)」であった。従って、このイエスによって語られる神の言葉 (holy 
Word)、すなわち新約の言葉こそが無謬なる唯一の権威でなければならなかった。この言
葉に従って過去の誤った信仰や一切の罪を悔い改め、すべての肉体的欲望、利己心や邪悪
































  従って（再）洗礼とは、神のもとに生きる聖徒相互の結合 (bondgenoot) と相互扶助、
すなわち兄弟愛のしるしでもあった。そして、このような内的再生ときずなのしるしとし
ての新たな洗礼観と結びついてはじめて、「神の義に生きんとする真の信仰者の共同体こ


































(Anabanism:再破門主義) へと転落していったのである 19) 。 
 
１）前掲『異端と殉教』 158 ページ。 
２）CWMS, p.491. Opera, p.387a.  
３）CWMS, pp.129, 336. Opera, pp.16b, 79b. 
４）CWMS, pp.97, 382, 505-6. Opera, pp.107a, 127b, 462b. 
５）原題は、Bruderlich vereynigung etzlicher Kinder Gottes/sieben Artickel betreffend.この告
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白については、出村彰訳「ミヒァエル・ザトラー :神の子らの兄弟の一致（シュライトハ
イム信仰告白）」、前掲『宗教改革急進派』167-188 ページ。前掲『古典時代』 345-360
ページ。Williams, op. cit., pp.181-188. を参照のこと。本文は出村の全訳に主に依拠し
たが、一部、上掲書の引用を参照した。 
６）再洗礼（派）とは本来は蔑称であり、正確には成人洗礼、または信仰洗礼である。 
７）CWMS, p.123. Opera, p.13.  
８）CWMS, pp.120, 238. Opera, pp.12a, 402b.  
９）CWMS, pp.122-3, 130-138. Opera, pp.17b-21b.  
10) 前掲『異端と殉教』16-25, 27 ページ。Ｆ．ビュッサー『ツヴィングリの人と神学』
森田安一訳、新教出版社、1980 年、92-100, 126-135 ページ。 
11) 前掲「シュライトハイム信仰告白」第２項、第４項、177-180 ページ参照。cf. 5).  
12) ホフマンについては Krahn, op.cit., chap.・・・に詳しい。本書はホフマンとミュン
ステライトやメンノーとの関連を明らかにしている点で興味深い。さらにメンノーの受肉
論、教会と破門の訓練については ibid., pp.229-234; Williams, op. cit., pp.394-398, 
485-499;  前掲『異端と殉教』158-159, 162-165 ページをも参照。 
13) CWMS, p.738. Opera, 298b.  
14) CWMS, p.299. 
15) CWMS, pp.402, 410, 734. Opera, pp.118b, 632a, 296b.  
16) CWMS, p.412. Opera, p.633b.  
17) CWMS, p.413. Opera, p.634a.  
18) The Wismar Articles of 1554 (Besluit van Wismar), in CWMS, pp.1041-1042. 






























































































現実形態（上）（下）」『思想』No.603, 607, 1974, 1975 に依拠している。 
２）前掲「研究史」 8-9 ページ。 
３）前掲『宗教改革急進派』 179 ページ。 
４）CWMS, p.300. 
５）このような彼の心境は "Reply to Gellius Faber", op.cit.  前掲「回心についての知ら
せ」に表白されている。 
６）Keene,y, op. sit., pp.175-80; メンノーでは "The Cross of the Saints," CWMS, 
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  特に、自分たちが暴力としての剣を用いることの禁止はスイス兄弟団を創建したマンツ 
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定し、神の言葉、霊の剣をもって戦えと説く。「聖書の教えによれば対立する二つの王国











ナバプティストの一人であったバルタザール・フープマイヤー (Balthasar Hubmair, 
1481-1528) がその代表である。彼らを当時の人々は「帯剣派」 (Schwertler) と呼び 7)、

















れている 9)。それによると、彼が再洗礼派へ回心した直後の 1539 年前後には、政府に対
してより批判的であり強い非難が文面に表われていたという。しかし 1544 年頃になると、
世俗の権威が悪人を取り締まるために剣 (暴力・武力) を使用するのを認めるようになる
10) 。そして 1552 年の『誤った非難への返答』においては、テモテ前書２・１，２およ









  さらに 1558 年に全面的に改訂されたといわれている彼の主著『キリスト教教理の基























































３）同前。Keeney, op. sit., p.128. 
４）CWMS, p.42. Opera, p.626.  
５）CWMS, p.554. Opera, p.502a.  
６）CWMS, p.555. Opera, p.502b.  
７）フープマイアーおよび帯剣派、曳杖派については、前掲『古典時代』第 11 章三。前
掲『系譜』第 11 章。フープマイアー「ツヴィングリの洗礼論を駁す」出村彰訳、前掲
『宗教改革急進派』189-230 ページ。Williams, op. sit., pp.64-67, 134-141, 218-232, et al. 
８）ヤコブ・フッターは、ニコラスブルグを追放され、領主の寛容政策のため宗教的自由
が比較的保障されていたモラヴィアへ安住の地を求めて避難してきた (1529 年) アナバ
プティストの人々を指導し、今日まで存続するフッタライト (Hutterites または Hutterian 





Williams, op. sit., chap. 16; Dyck, op. sit., chap. 4; Estep, op. sit., chap. ・参照。 




Stayer, Anabaptist and Sword, Kans., Coronado Press, 1972, chap. 14. 本書については詳細
な紹介・コメントが倉塚によってなされている。 
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  筆者は、後述するように、メンノーらの教会の隔離の度合いは後年になるほど強くなり
分離主義に近くなるが、世俗権力に対する態度は妥協的になってきたと考える。 
10) Menno, "Brief Confession on the Incarnation, 1544", CWMS, P.423f. Opera, p.520f. 
11）CWMS, p.551. Opera, p.500b.  




(apolitical) 態度とを区別し、さらにその態度が温健 (moderate) か急進的 (radical)かと
いう基軸を置いて比較しようとする。その四類型は①「十字軍的(ｸﾙｾｰﾃﾞｨﾝｸﾞ)」態度 :そ
の価値実現のためには暴力を手段として反対者を絶滅することが正当かつ有効と信ずる 
(ミュンツァー) 、②「現実政治的(ﾘｱﾙﾎﾟﾘﾃｨｶﾙ) 」態度 :正当とは認めないが、必要なあ
らゆる手段を用いて価値実現を試みる方が、しないより良いという相対的立場 (ツヴィン
グリ) 、③「温健な非政治的(ﾓﾃﾞﾚｰﾄ·ｱﾎﾟﾘﾃｨｶﾙ) 」態度 :社会秩序の確保が前提であるか
ら、社会秩序の保持に必要な限り進んで権力に参加する。但し道徳的目的実現はあくまで




15) 前掲「《書評》再洗礼派の権力観」 140 ページ。 
16) 同前 
17) Keeney, op. sit., pp.179, 188 (note29).  
















確かに彼らの教会共同体 (fellowship, Gemeinde) に起源を認めてよいように考えられる。
ヨーロッパの古代、中世にわたる国教制すなわちコルプス・クリスティアヌムの根強い伝

















































  このような近代的な「国家と教会の分離」原則は思想的にはジョン・ロック (John 
Locke, 1632-1704)および新大陸にロードアイランド植民地を建設したロジャー・ウィリ






































































  オランダ・メンノー派は 16 世紀末から 17 世紀にかけて自由主義化の方向へ進み祖先の
大義を忘れ去ったが、アメリカに渡った彼らの子孫は 20 世紀にその原初の精神を復活さ





















１）Troeltsch, Soziallehren, S.793. Eng. Tr. p.690.  
２）Ebenda, Einleitung, S. 2-5.  
３）Max Weber, Wirtschaft und Gesellschaft, besorgt von J. Winckelmann, 5. rev. Aufl., 
Tubingen, Mohr, 1980 (1. Aufl. 1920), S. 328-329.〔以下 WuG と略記〕。武藤他訳『宗
教社会学』創文社、1976 年、 212 ページ。なお、『中間考察』 (大塚・生松訳『宗教社
会学論選』みすず書房、1972 年、 104 ページ。GAR,I,S. 539) には、現世内的禁欲と現
世逃避的瞑想を対極におき、その対立の緩和形態として現世逃避的禁欲 (weltfluchtige 
Askese) と現世内的神秘論 (innerweltliche Mystik)とを置いている。この現世逃避的禁欲
がほぼ現世拒否的禁欲に対応する。 
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       LOCATIONS OF MENNO'S WRITINGS IN EDITIONS  
       Title                                Opera, 1681   CWMW, 1956 
Foundation of Christian Doctrine, 1539       1-70        105-226 
The True Cahristian Faith, 1541                 71-120       324-405 
The New Birth, 1537               121-132        87-102 
The Cross of the Saints, 1554          133-159     581-622 
Meditation of Psalm 25, 1537          160-176       65-86  
The Spiritual Resurrection, 1536        177-184       53-62  
Instruction of Excommunication, 1588      185-214      961-998 
The Nuture of Children, 1557          215-222      947-952 
Reply to Gellius Faber, 1554          223-324      625-781 
Supplication to All Magistrates, 1552      325-330      525-531 
Defense to All Theologians, 1552        331-335      535-540 
Clear Account of Excommunication, 1550     337-350      457-485 
Some Questions, 1550              473-478      477-485 
The Incarnation of Our Lord, 1554        351-382      785-834 
Confession of the Triune God, 1550       383-391      489-498 
Christian Baptism, 1539             393-433      229-287 
Not Cease Teaching and Writing, 1539      435-455      292-320 
Confession of the Distressed Christians, 1552  457-473      501-522 
Reply to Sylis and Lemke, 1560                 479-490      1001-1015  
Reple to False Accusations, 1552         491-516      543-577 
Brief and Clear Confession, 1544        517-542      422-454 
Reply to Martin Micron, 1556          543-598      838-913 
Epistle to Martin Micron, 1556         599-618      917-943 
The Blasphemy of John of Leiden, 1535      619-631       33-50  
A Kind Admonition of Church Discipline, 1541  631-637      409-418 
Meditations and Prayers for Mealtime, 1557   (Missing)      955-958 
